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 私は本年度の長事研会長に承認されました、島原市立第二中学 

校の前田慎吾です。５年間、全事研熊本大会分科会発表等多くの 

実績を重ねてこられました上戸さんの後任ということや諸先輩方 

がいらっしゃる中で正直荷が重いと感じています。至らない点も 

多いかと思いますが、前会長の功績を無にしないように一年間の 

任期を精一杯やりぬこうと思っています。会員の皆様のご協力を 

よろしくお願いいたします。 

さる６月２５日（土）長崎市市民会館で第１８回長事研総会が 

開催されました。昨年度までの２年間はセミナーと総会が同日に 

開催されていましたが、本年度は、新会長等の役員（案）等もあ 

り、個別の開催となりました。 

 総会では、提案された活動報告、決算報告及び本年度の活動方 

針、活動計画、予算案が全会一致で承認されました。また、役員 

も選考委員会の推薦どおり承認されました。 

総会の中では、本年度の活動の参考となる意見が出されました。 

 

総会の概要についてお知らせいたします。 

 資格確認が行われ代議員数１７名中１６名の出席により総会が成立しました。上戸会長から開会に際して挨拶の後、

議事運営委員（県北地区佐世保支部：山田代議員）及び議長団（県央地区西彼支部：水口代議員 県南地区長崎支部：

小森代議員）の選出があり議事に入りました。 

① ２０１５年度事業報告 

・「長事研ホームページ」について、全事研リンクからクリックしても繋がらない。至急リンクを外します。 

２０１６(H28)年度 活動の柱 
 

１ 役員会は、組織機構を確立し、各支部と連携し研究情報の提供および研修活動の推進に努めます。 

 

２ 長崎県公立小中学校事務職員研究会セミナーの意義を確認し、第１７回セミナー（2016年秋長崎 

 市にて開催予定）の成功に向けて取り組みます。 

 

３ 長崎県公立小中学校事務職員研究会（全事研長崎支部）の役割・全国あるいは長崎県の状況など 

 を踏まえながら、会員拡大・強化に取り組みます。 

 

４ 本会活動の基盤となる財政の確立に向けて取り組みます。 

 

５ 学校事務に関する各種情報を会員に提供するための会報の発行に取り組みます。 

  また、長事研ホームページの充実に努めます。 

 

６ 第４７回全国公立小中学校事務研究大会に向けて設置した特別委員会で研究を進めてきた「学校 

 事務のグランドデザイン」についてさらに研究を深めるとともに、その意義について広く周知され 

 るよう努めます。 

2016年度役員名簿

氏名 所属所

会長 前田　慎吾 島原市立第二中学校

副会長 佐藤　郁介　 川棚町立小串小学校

副会長 大場　亮介 対馬市立乙宮小学校

事務局長 南部　省吾 長崎市立岩屋中学校

事務局次長 木下　美佐子 長崎市立茂木小学校

事務局次長 宮崎　賢一 長崎市立山里小学校

理事　総務 上戸　健 長与町立長与小学校

理事　総務 宮下　哲裕 長崎市立仁田佐古小学校

理事　広報 小代　昌誉 松浦市立鷹島小学校

理事　研修 前田　大介 佐世保市立清水小学校

理事　研修 原口　徹也 佐世保市立中里中学校



 

 

② ２０１５年度 決算報告及び監査報告 

③ ２０１６年度会長及び監査の選出 

④ ２０１６年度 事業計画（案） 

・ 急に新しい事は出来ないが、これまで行ってきた事をスピード感をもってやっていきたい。 

・ 規約で専門部を置くことになっている。後日会長より役員へ専門部長のお願いと会員への専門部活動への協力 

 依頼を行う。ホームページの管理についても個別にお願いしたい。（詳しい方の情報提供を求む） 

・「学校事務のグランドデザイン」を県下に広く周知し、多くの意見を集め、会員拡大・強化に取り組む。 

⑤ ２０１６年度 予算書（案） 

⑥ その他 

・ 会長が島原なので、長崎市内等での折衝等旅費も含めて大丈夫か？ 

  

２０１６年度 年間活動計画 

年月日 記   事 年月日 記   事 

2016. 6. 3 

6. 

6.25 

6.     

     

 8. 2 

8. 3〜8. 5 

   

  9. 2 

   9. 4 

      

 

第１回理事会・評議員会・役員選考委員会 

全事研５月期調査報告 

第18回長事研総会 

会報第64号発行  

    長事研総会報告・新役員体制報告 

全事研総会  

第47回全国公立小中学校事務研究大会 

              山形大会 

全事研九州地区役員連絡会 

会報65号発行  

  全事研総会・研究大会報告 

 

 2016.10.28 

   11. 

    

2017. 2. 9 

   2.10       

       2. 

      3. 

 

第17回長事研セミナー 

全事研11月期調査報告 

会報第66号発 

全事研評議員会・実務報告会（東京都） 

全事研セミナー 

第2回理事会・評議員会 

会報第67号発行 

全事研評議員・セミナー報告 

第１回理事会・評議員会・役員選考委員会 

監査会 

 

会長を退くにあたって  

 ５年間長事研の会長を務めさせていただきました。その間は 全事研熊本大会という大きな目標に向けて活動をし

ながら、その活動を組織の拡大に結び付けたいと思い続けた５年間でした。熊本大会は、本年度の総会で総括しまし

たが、多くの方々の努力と支援のおかげで、５年前私が想像していた以上の成果をあげる事ができました。そして、

長事研として大きな財産をつくることができました。一方、その活動を組織拡大に結びつけるができませんでした。

会長として深く責任を痛感しています。 

 しかし、組織拡大には結びつかなかったものの、ここ１０年間の長事研は、全事研福岡大会そして熊本大会と経験

する中で、九州各県の事務研との関係の強化や全国から見た知名度の高まりと少しずつではありますが、その存在感

は増していると感じています。長事研発足当時とは確かに変化してきています。複雑化 多様化する学校現場の中で、

学校事務に対する要請要望は大きくなっています。子供たちの教育の発展に寄与するには、学校事務がどのように機

能すればよいのか語り合わなければならない時に来ていることは確かだと感じています。そのような時期だからこそ

長事研の存在意義は高まると確信しています。 

 今、長事研は、多くの事務職員に参集してもらうことができていません。多くの英知を集めなければならない時期

なのに、とても残念です。長事研の運営に関わってきて、全国には多くの事務職員がいろんな状況の中で、いろんな

考えを持って頑張っていることを知りました。そのような一人一人の事務職員が集まって初めて、教育に貢献でき学

校事務を構築できると感じました。多くの事務職員が長事研に参集し、そして、長事研には学校事務を語り合える場

を提供してもらうよう努力していただきたいと思います。今後とも長事研が発展するよう期待しています。 

 最後になりますが、ここまで支えてくださった方々に心よりお礼申し上げます。           上戸 健 

 

     ＜会報連絡先＞ 

     長崎市立岩屋中学校：南部 省吾  
     TEL 095-856-2344・FAX095-856-237


